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地震のメカニズムと原子力発電所への影響

陸側のプレートの下に海側のプレートが沈み込むこと
でひずみが生じ、このひずみが限界を越えると、陸側の
プレートが跳ね上がるように動くことで地震が発生しま
す。マグニチュードが大きく、巨大津波が生じる可能性
があります。

深さ3～20km程度の陸側のプレートの浅い部
分で活断層がずれることで発生します。マグニ
チュードは「プレート境界地震」に比べて大きく
ありませんが、震源からの距離が近いため、建物
やライフラインに大きな被害を与える可能性が
あります。

沈み込んでいる海側プレートの内部が破断することで発
生します。地下深いところで起こることが多く、津波が発生
する場合もあります。

● スマトラ島沖地震 ● 東北地方太平洋沖地震

● 釧路沖地震 ● 芸予地震● 福岡県西方沖地震 ● 熊本地震

　『マグニチュード』は、地震そのものの大き
さを表わす指標で、地震が放出したエネル
ギーに対応します。
　これに対して「震度」は、地表の揺れを観測した
場所ごとでの揺れの大きさを表わす指標です。
　同じ「マグニチュード」であっても、震源から
の距離や地盤の硬さなどによって「震度」は変
わってきます。

　このほかに「ガル」という単位があります。
これは地震の揺れの大きさを表わす加速度
の指標です。例えば車で言うと、急ブレーキを
かけたときは約400ガル、通常のゆっくりした
ブレーキでは約100～200ガルの加速度が
働いています。大きな地震では、地表におい
て約1000ガル以上の揺れが発生する場合も
あります。
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「マグニチュード」「震度」「ガル」の違いは？
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■日本列島と
　4つのプレートの境界
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地震は、地球上のプレートが接する場所で集中して発生します
日本列島の下には、4つのプレート境界があり、これが日本で地震が多い理由です

2026年に発生した熊本地震でも、異常はありませんでした

原子力発電所は、硬い岩盤の上に頑丈に建てられています

　2026年7月28日、熊本県熊本地方を震源地とする最大震度７の「令和８年熊本地震」（マグニチュード
7.1）が発生しました。
　熊本県宇城市豊野町の震度観測点で最大加速度2,438ガルの揺れが観測されましたが、震源から
約100キロ離れている川内原子力発電所の岩盤上で最大加速度22.9ガル、震源から約130キロ離れて
いる玄海原子力発電所の岩盤上で最大加速度6.9ガルでした。
　発電所では、中央制御室で発電所の運転状態やモニタリングポスト等の指示値に異常がないことを
確認した後、巡視点検を実施して設備や建物に異常がないことを確認しました。

　原子力発電所は非常に硬い岩盤の上に直接建てられているため、地震による揺れが小さく、建物
への影響も小さくなります。
　また、発電所の安全上重要な建物は、高い強度を持ち、想定される地震の揺れに耐えられるよう
に設計されています。
　玄海原子力発電所および川内原子力発電所も十分な調査に基づいて、硬い岩盤の上に建設され
ています。
　さらに、地震の揺れについても、最新の科学的・技術的な知見を踏まえ、発電所周辺の活断層
から想定される地震の揺れや、過去に国内で発生した地震の中で活断層との関連づけが難しい
地震の揺れも考慮するなど、より厳しく見直し、それらの大きな揺れに対しても耐えられることを
確認しています。

地震の揺れは、地震の「規模」「震源からの距離」「地盤の硬さ」で
異なります

　地震の揺れは、震源からの距離が離れるほど小さくなっていきます。また、地盤が柔らかいと地
震の揺れは大きくなります。そのため地震の「規模」や「震源からの距離」が同じ場合でも硬い地盤
では、柔らかい地盤よりも揺れが小さくなり、被害も小さくなります。

原子力発電所は硬い岩盤の上に直接建てられているため、地表と比べて地震の影響は小さくなります

地盤が硬ければ
揺れが小さい

地盤が柔らかければ
揺れが大きい
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■地盤の硬さと揺れの大きさ

　岩盤に力が加わると、一定のひずみが生じま
す。ひずみが限界を超えると、岩盤が壊れて、断
層ができます。このとき放出されたエネルギー
が地震となります。地震がプレート境界で集中
して起こるのは、プレートの境界部分において、
ひずみが発生しやすいからです。
※プレートとは、地球の表面を覆う厚い岩の層。




